
前のページに戻る

KFC-NEWS　　2002.5.17　　No.47

■■■２００１年活動を振り返って■■■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　宣　吉
　まずはじめにＫＦＣ（神戸定住外国人支援センター）が、２００１年度第５６回神戸新聞
社会
賞を受賞することが決まりました（詳しくは５／３付神戸新聞朝刊に載っています）。
これも日
頃からＫＦＣの活動を支えてくれているボランティア、支援者、その他関係者の助
力あってのこ
とだと思います。活動報告の前に改めて感謝したいと思います。
　ＫＦＣの活動も発足から５年目となった２００１年度は、活動の質が少し変わってきま
した。

　大きな変化は、実践中心からコーディネート活動に舵がきられてきた事だと思います。多
様化
する外国人の問題に対して、単体の団体だけで対応することは非常に難しくなってい
ます。「定
住外国人」という対象に対して活動を進めてきたＫＦＣでさえ、問題の解決に向けて
は従前のア
プローチではない手法が求められていると感じます。ただ状況が難しい時こそ、
活動を進める上
での理念、原点に立ち返って考える必要を感じます。
　ＫＦＣは、リーフレットにあるように「自分らしさを大切にしながら、ひとと心を通い合
わ
せ、すべての人の平等を考えて、人権の実現と命の輝きを求める。」ために定住外国人の自
立・
自活を支援することを目的に結成されました。そのために生活相談や日本語学習支援、高齢者支
援、文化活動支援などを展開してきまし
たがやはり、少数者の自覚、当事者性を活かした活動や
専門性のいる課題などへの対応な
どを考えるとネットワーク活動が必要であることが見えてきま
した。
　２００１年度は、２００１年度総会の事業計画にも書いたようにＫＦＣの中で大きな活
動を占
めていた在日ベトナム人の相談活動やコミュニティ支援活動を「ＮＧＯベトナムｉ
ｎＫＯＢＥ」
に移管するための団体支援活動や阪神間の外国人支援関連ＮＧＯ９団体でつ
くる「ＫＯＢＥ外国
人支援ネットワーク」の幹事事務局団体として在日ブラジル人の母語
支援活動などの活動支援も
実施しました。
　またネットワークの研究・交流成果を冊子「在日マイノリティースタディーズⅠ～日系南
米人
の子どもの母語教育～」として編集・発行もしました。
　また行政機関との連携を深めた「地域に共存する外国人住民と接するケースワーカーの
研修
会」の兵庫県との共催は、２００２年度、（財）兵庫県国際交流協会との共催で「地域の
国際化
を考える研修会」として発展継続することになりました。
　従前からの活動である相談活動も在日ベトナム人の人の相談は前記ＮＧＯベトナムｉｎ
ＫＯＢ
Ｅに依頼したり在日暦の浅い外国人の人の相談を外国人救援ネットにお願いするな
どネットワー
クを使った活動を展開しています。また医療問題についてはＡＭＤＡ国際医
療情報センターに依
頼するなど分野によっての相談についても幅広く対応できるようにな
りました。

　最後に懸案であったＫＦＣの財政ですが、２０００年度の大幅な赤字からは２００１年
度は委
託事業や自主教材の売りあげによって赤字は免れる予定です。しかし事業規模に比
して寄付財源
などの乏しい状況は変わらず今後も皆様の協力をお願いできればと思います。
　２００２年度からは、別段で詳しく書きますがＫＦＣ事務所スペースの隣スペースを私
が代表
をしている特定非営利活動法人しみん事業サポートネットワークが兵庫県から委託
を受け「生き
がいしごとサポートセンター」というコミュニティビジネス支援センターが活
動をはじめていま
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す。
　いままでＫＦＣの仕事をしていたスタッフのしごとも大きく変わる予定です。
　スタッフについては、日本語のコーディネーターを２年間、グループレッスンの講師
も含める
と３年間ＫＦＣに関わってくれていた元村さんがしごととしては家庭の事情で、
はなれることに
なりました。長い間ありがとうございました。長い間ごくろうさまでした。
これからも何らかの
形でお手伝いしていただけると言ってくれています。後任には元村さ
んの産休中から替わりをし
てくれていた武藤さんがあたってくれます。日本語プロジェク
トの対応可能日は、月、木、金に
なる予定です。
　少ないスタッフ、少ない予算で多くの課題に挑戦した２００１年度でしたが、多くの人
の協力
で成果の多い１年だったと思います。積み残した課題を克服し民間の力だからこそ
できる外国人
の自立支援活動を２００２年も続けていきたいと思います。

■■■日本語プロジェクト■■■

■現況報告
現在の学習者の人数
マンツーマンレッスン　34名（内訪問3名）

グループレッスン
　グループA（入門）月・金　10名

　グループB（初級）火・木　8名

　グループC（中級）金　　　5名

■連絡事項
*支援曜日と時間変更について

　曜日や時間を変更される場合は事務所スタッフにご連絡下さい。事前にお分かりの方
は「出勤
表および交通費請求表」にご記入頂いても結構です。宜しくお願い致します。�

*今年度の親睦会費について
（ボランティア保険）

　今年度の親睦会費をお納めいただき、ありがとうございました。2002.4.12までに親睦会
費を
お納めいただいた方は2002.5.3より、ボランティア保険に加入しております。

　まだ、お納めいただいてない方は、2002.5.30までにお願い致します。6月はじめに、再度ボ
ランティア保険の手続きを致します。

*研修会・総会について

　5月の研修会は、5月25日14：30よりKAPにて行います。KFCの総会は15：00より行い
ますの
で、ぜひご参加下さい。６月からは以前と同じく毎月第二土曜日13：30よりおこない
ますの
で、お間違えのないように。
　今後の研修会をより良くしたいと考えておりますので、提案などございましたら、武藤ま
でよ
ろしくお願い致します。

*図書貸し出しについて


　KFCでは、皆様の学習支援に少しでも役立てていただければと様々な日本語学習教材を
取りそ
ろえています。図書貸し出しは２週間となりますので、ぜひお使い下さい。



■ グループレッスン

　４月１２日、１８日よりグループレッスンがはじまりました。前回から続けて受講して
いる
方、４月より初めて日本語を学習される方、様々です。初回から和やかなムードで始
まっていま
す。学習者の方から「本当に楽しい！！」「友達ができてよかった。」などの声も
多数寄せられ
ています。
　４月からのクラスは今年９月までいっしょに勉強することになります。これからも、それ
ぞれ
が充実していると感じられる時間を共有できればと思います。

■ マンツーマン

　現在、３４名の方が日本語を学習されています。こちらで勉強されている定住外国人の
方々は
皆、本当に熱心な方ばかりです。勉強が始まって１ヵ月もすれば、表情は明るくなり
自分の感じ
ている事も何となく伝える事ができるようになっています。このようなうれし
い変化も、支援者
の方々のご苦労があってこそです。
　少しずつではありますが、マンツーマンレッスンも増えています。これからも学習者、
支援者
のより良い関係が築ければと思っています。

■■■ＫＦＣの隣に“生きがいしごとｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ神戸「わーす」”ができました■■■


　日本全体の雇用情勢が悪化している中でも近畿地方は厳しい状況にあります。その中で
も震災
による影響もあって神戸地区は最も厳しい地域ですが、逆に震災後の助け合いの心
がＫＦＣをは
じめ各種の部門で多くのＮＧＯ／ＮＰＯとしての活動を深めました。
　その流れはしごととしてＮＧＯ／ＮＰＯ活動に従事、希望する人を増やしています。
　今回、兵庫県がコミュニティ・ビジネスと呼ばれる地域における介護・保育・給食サービスの
提供など、生きがいにあふれた公益的なしごとコミュニティ・ビジネスを新たに行おう
とする者
や既に行っている者への各種支援により、コミュニティ・ビジネスでの就業機会の
創出を図り、
希望者を開拓し、関連求人情報提供などによって就業のマッチングを促す事業
として「生きがい
しごとｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業」の受託団体を公募しました。コンペの結果、特定非
営利活動法人しみん
事業サポートネットワークが受託しＫＦＣの事務所となりに、生きが
いにあふれた公益的なしご
とを支援するセンター、生きがいしごとｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ神戸(愛称：
わーす)が活動をはじめています。

　「わーす」を運営する（特）しみん事業サポートネットワークは、阪神地区のＮＧＯ／ＮＰＯ
１７団体で構成されており、２年前に任意団体としての出発時よりＫＦＣの金が代表を
していま
す。法人の事務所もＫＦＣや日本ベトナム友好協会とともにＰＩＡＺＺＡビルの
２階スペースに
おいてきました。
　ＫＦＣの関係者の皆さんには、急にＫＦＣの事務所スペースの隣に大きな事務所ができ、
いろ
いろな人が集まっていることに驚かれるかもしれませんが、共生にとって欠かせない
課題である
協働を担保するためには、「わーす」のような事業のジャンルを超えた支援活
動が不可欠になっ
ています。
　ＫＦＣのしごとをしていたスタッフの多くも「わーす」のしごとにかかわります。また新
たに
「わーす」のスタッフもセンター長の福神さんをはじめ事務所にきています。（特）しみ
ん事業
サポートネットワーク法人活動との連携を深めるため透明なドアでつながっていま
すが、ＫＦＣ
の関係者の皆さんにも是非「わーす」の活動への理解と協力が得られればと思
います。



生きがいしごとサポートセンター神戸「わーす」
TEL：（代　　表）078-612-7319

　　　（相談受付）078-612-7330

FAX：078-612-7313

Ｅ-mail：worth@social-b.net

URL：https://www.social-b.net/worth

■■■今後の予定■■■

■運営会議
5月24日（金）10：00～　KFC事務所

6月28日（金）10：00～　KFC事務所

■KFC総会

5月25日（土）15:00～神戸アジア交流プラザ

■日本語研修会
5月25日（土）14：30～　神戸アジア交流プラザ

　　（５月は第２土曜日ではありませんので、ご注意ください）
6月8日（土）13：30～　神戸アジア交流プラザ
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